
○概ね５年（Ｒ３～Ｒ７）で実施する取組【二級河川：北海道管理】（令和6年度）

１）ハード対策の主な取組

河道掘削の実施 Ｑ 継続実施

　河川改修工事の実施
（春採川、阿寒川）
　河道内樹木の維持管
理のあり方に基づき、
河道内樹林の伐採や河
道掘削を実施

堤防天端の保護（越水等が発生し
た場合でも決壊までの時間を少し
でも引き延ばす対策）

Ｑ 継続実施
堤防の天端保護（舗
装）対策箇所の検討及
び実施

◆避難行動、水防活動、排水活動に資する基盤等の整備

①水防活動を迅速化できるよう既
存土のうステーション等の資材を
補充及び、防災資材備蓄施設の整
備

Ｎ 継続実施
土のう保管場所におけ
る資材等の補充を行う

土のう保管場所におけ
る資材等の補充を行う

土のう保管場所におけ
る資材等の補充を行う

土のう保管場所におけ
る資材等の補充を行う

土のう保管場所における資
材等の補充を行う
令和3年度より災害排水ポン
プの更新を年次計画により
行う。（Ｒ５は未実施）
茶路川下流に河川監視カメ
ラを新たに整備（Ｒ５）

防災資材備蓄整備施設
の検討及び整備

標茶地区河川防災ス
テーション、釧路地区
水防拠点において資材
等の補充を行う

土のう保管場所におけ
る資材等の補充を行う

土のう保管場所におけ
る資材等の補充を行う

土のう保管場所におけ
る資材等の補充を行う

具体的な取組の柱
目標時期

実施する機関
事　　項

釧路市 釧路町 標茶町 弟子屈町 鶴居村 浜中町
具体的取組

釧路総合振興局 釧路地方気象台厚岸町 白糠町
北海道警察釧路方面

本部・各警察署
釧路開発建設部

別紙-2

◆洪水氾濫を未然に防ぐ対策

◆危機管理型ハード対策

資料1-3
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○概ね５年（Ｒ３～Ｒ７）で実施する取組【二級河川：北海道管理】（令和6年度） 別紙-2

資料1-3
２）ソフト対策の主な取組

◆情報伝達、避難計画等に関する取組

① 洪水時における河川管理者か
らの情報提供等の内容及びタイミ
ングの確認

ＢＣ
ＤＭ

継続実施

洪水時の堤防や河川水
位の状況などの情報に
ついて河川管理者及び
関係機関と情報共有す
る方法の検討

洪水時の堤防や河川水
位の状況などの情報に
ついて河川管理者及び
関係機関と情報共有す
る方法の検討

洪水時の堤防や河川水
位の状況などの情報に
ついて河川管理者及び
関係機関と情報共有す
る方法の検討

避難情報着目型タイム
ラインの内容充実及び
精度向上を図る【尾幌
川】

洪水時の堤防や河川水
位の状況などの情報に
ついて河川管理者及び
関係機関と情報共有す
る方法の検討

避難情報着目型タイム
ラインの内容充実及び
精度向上を図る【茶路
川、庶路川】、

洪水時の堤防や河川水
位の状況などの情報に
ついて河川管理者及び
関係機関と情報共有す
る方法の検討

避難情報着目型タイム
ラインの内容充実及び
精度向上に対する支援
【尾幌川、茶路川、庶
路川、阿寒川、舌辛
川、音別川】

洪水時の堤防や河川水
位の状況などの情報に
ついて関係市町と情報
共有する方法を検討

タイムラインの充実に
対する支援を行う

洪水時の堤防や河川水
位の状況などの情報に
ついて河川管理者及び
関係機関と情報共有す
る方法の検討

多機関連携型タイムラ
イン検討状況の情報提
供（釧路川標茶地区）

減災協議会を活用し、
リエゾンやテック
フォース活動状況を情
報提供

② 市町の避難指示等の判断・伝
達マニュアルの作成

ＢＣ
Ｄ

継続実施 【策定済】

令和3年5月の避難情報
に関するガイドライン
の改定に合わせ、改定
済

各地域における避難指
示等の発令を判断する
ための情報や、住民へ
の情報伝達方法・伝達
内容について職員向け
のマニュアルを作成す
る

各地域における避難指
示等の発令を判断する
ための情報や、住民へ
の情報伝達方法・伝達
内容について職員向け
のマニュアルを作成す
る

市町村のマニュアル作
成等に対する相談対
応・助言

③ 想定最大規模の洪水に係る浸
水想定区域図に基づいた地域防災
計画の更新

ＣＥ
Ｇ

継続実施

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域等に
基づいて、避難場所等
を検討し、必要に応じ
て地域防災計画を更新
する

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域 等に
基づいて、避難場所等
を検討し、必要に応じ
て地域防災計画を更新
する

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域に基
づいて、避難場所等を
検討し、必要に応じて
地域防災計画を更新す
る

④ 水位周知河川以外の河川にお
いて、新たに水位周知河川に指定
する河川の検討及び、想定し得る
浸水区域や浸水深など水害危険性
を周知する方法の検討・調整

ＣＥ
Ｇ

継続実施

水位周知河川以外の河
川において、想定し得
る浸水区域や浸水深な
ど水害危険性を周知す
る方法について検討・
調整する。

水位周知河川以外の河
川において、想定し得
る浸水区域や浸水深な
ど水害危険性を周知す
る方法について検討・
調整する。

水位周知河川以外の河
川において、想定し得
る浸水区域や浸水深な
ど水害危険性を周知す
る方法について検討・
調整する。

水位周知河川以外の河
川において、想定し得
る浸水区域や浸水深な
ど水害危険性を周知す
る方法について検討・
調整する。

水位周知河川以外の河
川において、新たに水
位周知河川に指定する
河川を検討する。
想定し得る浸水区域や
浸水深など水害危険性
を周知する方法を検
討・調整する。

国が行う水害危険性の
周知に係る情報提供

⑤ 要配慮者利用施設における避
難場所の確保・訓練等に関する取
組を促進

Ｈ 継続実施

避難確保計画の策定や
訓練等に関する取組を
促進する
毎年、計画未作成の要
配慮者利用施設の管理
者に対して避難確保計
画等の説明会を実施
し、避難確保計画の策
定や訓練等に関する取
組を促進する。
【Ｒ２年度開始】

避難確保計画の策定や
訓練等に関する取組を
促進する

避難確保計画の策定や
訓練等に関する取組を
促進する

避難確保計画の策定や
訓練等に関する取組を
促進する

要配慮者利用施設にお
ける訓練等への支援

要配慮者利用施設管理
者向けの説明会など、
要配慮者支援体制の構
築への支援を行う

要配慮者利用施設にお
ける訓練への支援

要配慮者利用施設管理
者向けの説明会など、
要配慮者支援体制の構
築への支援

⑥ 円滑な避難・氾濫後の復旧の
ための道路管理者との連携

Ｇ 継続実施

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

道路管理者と連携を図
り、情報共有方法や避
難経路等を検討

道路管理者と連携を図
り、情報共有方法や避
難経路等を検討

道路管理者と連携を図
り、情報共有方法や避
難経路等を検討

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

道路管理者と連携を図
り、避難経路等を検討
し、必要に応じ地域防
災計画を更新する

⑦ 危機管理型水位計による洪水
時の避難指示等の発令判断に活用
できる水位情報及び河川監視カメ
ラ画像の提供

Ｆ 継続実施

川の防災情報ホーム
ページの「川の水位情
報」を通じて、水位情
報及び画像を提供

川の防災情報ホーム
ページの「川の水位情
報」を通じて、水位情
報及び画像を提供

浜中町釧路地方気象台釧路市 釧路町 標茶町 弟子屈町 鶴居村厚岸町 白糠町 釧路総合振興局
具体的取組

①迅速かつ確実な避難のための避難行動に関する取組

北海道警察釧路方面本部・各警察署 釧路開発建設部

具体的な取組の柱
目標時期

実施する機関
事　　項
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○概ね５年（Ｒ３～Ｒ７）で実施する取組【二級河川：北海道管理】（令和6年度） 別紙-2

資料1-3
２）ソフト対策の主な取組

◆平時からの住民等への周知・教育・訓練に関する取組

① 想定最大規模も含めた浸水想
定区域図、家屋倒壊等氾濫想定区
域の公表

Ｅ 継続実施

尾幌川、茶路川、庶路
川の想定最大規模を含
めた洪水浸水想定区域
図を作成・周知する
【尾幌川：平成30年4
月、茶路川・庶路川：
平成31年3月、阿寒川下
流部：令和元年6月、阿
寒川上流及び舌辛川：
令和４年度、音別川：
令和５年度公表】

② 想定最大規模も含めた浸水想
定区域図に基づいたハザードマッ
プの作成と周知

Ｅ 継続実施

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に
基づいて、ハザード
マップ(Web版を含む)の
作成・周知済み。

想定最大規模の洪水に
係る浸水想定区域図に
基づいて、ハザード
マップの作成・周知を
行った。（令和5年1月
作成・全戸配布）

中小河川の洪水浸水想定
区域の指定、公表後、内
水ハザードマップを含め
た、洪水ハザードマップ
の更新・全戸配布を令和
4年11月に行い。Web版の
更新も実施。

・気象庁HPの洪水警報
の危険度分布に洪水想
定浸水区域を重ね合わ
せて表示できるよう改
善（R1.12）

③ 観光客や市町村外への通勤、
通学等の住民に対する平時及び発
災時の効率的な情報発信方法の検
討を行う。

ＡＦ
Ｈ

継続実施

 観光客や市外への通
勤、通学等の住民に対
する平時及び発災時の
情報発信方法の検討を
行う。
 電子地図上にハザード
マップを重ねて確認で
きる「釧路市Webハザー
ドマップ」の運用を令
和３年10月１日より開
始し、平時や災害時の
避難所開設情報などを
発信する。（外国語
（英語）にも対応）

 観光客や町外への通
勤、通学等の住民に対
する平時及び発災時の
情報発信方法の検討を
行う。

 観光客や町外への通
勤、通学等の住民に対
する平時及び発災時の
情報発信方法の検討を
行う。

 観光客や町外への通
勤、通学等の住民に対
する平時及び発災時の
情報発信方法の検討を
行う。

 観光客や町外への通
勤、通学等の住民に対
する平時及び発災時の
情報発信方法の検討を
行う。

 観光客や市町村外への
通勤、通学等の住民に
対する平時及び発災時
の情報発信方法の検討
を行う。

・気象庁ホームページ
リニューアル及び「気
象台からのコメント」
及び「流域雨量指数の6
時間先までの予測値」
の提供
（R3.2）

 観光客や市町村外への
通勤、通学等の住民に
対する平時及び発災時
の情報発信方法の検討
について情報提供を行
う。

 観光客や町外への通
勤、通学等の住民に対
する平時及び発災時の
情報発信方法の検討を
行う。

④ 釧路管内の河川の特徴を踏ま
えた幼少期からの防災教育の継続
実施及び拡充

ＡＦ
Ｉ

継続実施

市内の学校の授業及び
出前講座を中心とした
防災教育・研修等を実
施し防災意識の向上を
図る。

町内の学校の授業及び
出前講座を中心とした
防災教育の実施を検討

町内の学校で１日防災
学校の実施。マイタイ
ムライン作成の防災学
習を実施。

町内の学校の授業及び
出前講座を中心とした
防災教育の実施を検討

町内の学校の授業及び
出前講座を中心とした
防災教育の実施を検討

防災教育の支援を行う 防災教育の支援を行う 防災教育の支援を行う

釧路川の防災教育事例
をもとに釧路管内で活
用できるよう支援状況
等の情報提供を行う

町内の学校の授業及び
出前講座を中心とした
防災教育の実施を検討

⑤ 関係機関及び地域住民を対象
とした水防災に関する講習会や研
修の実施、避難訓練の実施、自主
防災組織等の住民意識向上など効
果的な対応を検討

ＡＦ
Ｉ

継続実施
講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

・小学校や中学校にお
ける学校防災教育や、
自治体防災訓練に展示
ブースを設置して防災
情報の解説を実施。今
後も継続して実施予
定。
・地方公共団体、地域
防災リーダー及び市民
を対象に、中小河川の
氾濫を想定したワーク
ショップを実施。今後
も継続して実施予定
（R1）
・eラーニング「大雨の
ときにどう逃げる？」
を気象庁HPで提供開始
（R2.5）

講習会、研修、訓練へ
の参加または支援

関係機関と調整し、水
防訓練（水防演習）の
実施または参加をする

小学生の防災教室の実
施や自主防災組織（自
治会、女性団体等）等
への防災講和の実施

講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

講習会、研修、訓練へ
の参加または実施

⑥ 住民の水防災意識啓発のため
の広報の充実（ホームページ内の
水害リスク情報や減災の取組等の
関連情報を一元的に情報発信し、
関係機関のホームページからアク
セスし易くする等）

ＡＦ
Ｉ

継続実施
減災の取組に関する情
報を市のホームページ
内で共有

減災の取組に関する情
報を町のホームページ
内で共有

減災の取組に関する情
報を町のホームページ
内で共有

減災の取組に関する情
報を町のホームページ
内で共有

減災の取組に関する情
報を町のホームページ
内で共有

減災の取組に関する情
報を釧路総合振興局の
ホームページ内で共有

減災の取組に関する情
報を釧路開発建設部の
ホームページ内で共有

減災の取組に関する情
報を町のホームページ
内で共有

減災の取組に関する情
報を村のホームページ
内で共有

減災の取組に関する情
報を町のホームページ
内で共有

⑦ 釧路管内市町村間での防災・
減災に係る情報の共有手段

ＪＮ
Ｏ

継続実施

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路川外減災対策協議
会への参画
釧路管内８市町村防災
基本協定の継続

釧路開発建設部 弟子屈町 鶴居村 浜中町

具体的な取組の柱
目標時期

実施する機関
事　　項

釧路市 釧路町 標茶町
具体的取組

厚岸町 白糠町 釧路総合振興局 釧路地方気象台 北海道警察釧路方面本部・各警察署
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資料1-3
２）ソフト対策の主な取組

◆水防活動の効率化及び水防体制の強化に関する取組

① 重要水防箇所の見直しや確認
を行う

ＪＬ 継続実施 共同点検への参加 共同点検への参加 共同点検への参加 共同点検への参加
重要水防箇所の見直し
及び、重要水防箇所の
共同点検を行う

重要水防箇所の情報共
有

重要水防箇所の情報共
有

② 的確な水防活動を実施するべ
く、水防資機材の充実、維持や関
係機関との情報共有

ＫＮ
Ｏ

継続実施

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

水防資機材の補充を行
うなど充実・維持を図
り、釧路川外減災対策
協議会での情報共有を
行う

③ 関係機関と連携した水防訓練
ＪＫ
ＬＮ

継続実施 水防訓練の実施、参加 水防訓練の実施、参加 水防訓練の実施、参加 水防訓練の実施、参加 水防訓練の実施、参加
水防訓練の実施、参加
または支援

水防訓練への参加、協
力

水防訓練の実施、参加 水防訓練の実施、参加 水防訓練の実施、参加 水防訓練の実施、参加

◆氾濫水の排水活動及び施設運用に関する取組

① 排水ポンプ車等の実働訓練の
実施や、出動要請に係る関係機関
との調整方法の確認

ＮＰ
Ｏ

継続実施
釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

釧路川外減災対策協議
会を活用し、毎年体制
を確認する

具体的な取組の柱
目標時期

実施する機関
事　　項

釧路市 釧路町 標茶町 厚岸町 白糠町 浜中町
具体的取組

弟子屈町 鶴居村

②広範囲にわたる浸水被害から社会経済被害を軽減するための的確な水防活動・早期復旧のための取組

釧路総合振興局 釧路地方気象台 北海道警察釧路方面本部・各警察署 釧路開発建設部
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